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３

の

矢

で

、

｢

成

長

戦

略

｣

を

実

現

す

る

と

の

シ

ナ

リ

オ

の

実

現

に

国

を

あ

げ

て

挑

戦

中

で

あ

る

。

こ

れ

が

成

功

す

れ

ば

、

｢

日

本

経

済

は

再

び

持

続

的

か

つ

安

定

的

な

経

済

成

長

に

浮

上

で

き

る

｣

と

の

読

み

で

あ

る

が

、

難

し

い

国

内

外

の

様

々

な

諸

問

題

も

絡

み

、

そ

の

成

否

の

予

測

は

簡

単

で

は

な

い

。

し

か

し

、

こ

こ

か

ら

学

ぶ

べ

き

こ

と

が

あ

る

。

｢

国

で

あ

れ

、

企

業

で

あ

れ

、

ト

ッ

プ

が

基

本

方

針

を

示

し

、

そ

の

実

現

の

た

め

の

人

・

物

・

金

や

方

策

を

用

意

し

、

機

動

的

な

適

材

・

適

所

の

配

慮

を

行

な

い

、

継

続

性

と

補

修

に

努

め

、

問

題

に

対

処

す

る

こ

と

｣

が

解

決

の

た

め

の

要

諦

で

あ

る

と

い

う

こ

と

だ

。

 

 

本

稿

の

主

目

的

は

、

ロ

シ

ア

の

問

題

点

と

し

て

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

依

存

型

の

経

済

構

造

か

ら

の

脱

却

、

自

由

な

経

済

活

動

を

阻

害

す

る

税

制

や

官

僚

機

構

な

ど

の

是

正

を

単

に

叫

ん

だ

り

、

そ

こ

に

進

展

が

み

ら

れ

る

と

い

っ

た

空

論

に

組

み

す

る

も

の

で

も

な

い

。

も

ち

ろ

ん

、

こ

れ

は

ロ

シ

ア

の

問

題

で

あ

っ

て

、

わ

れ

ら

の

問

題

で

は

な

い

。

ロ

シ

ア

に

は

何

で

も

あ

り

、

底

力

が

あ

る

。

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

雄

と

し

て

、

世

界

経

済

に

貢

献

し

て

欲

し

い

。

経

済

活

動

に

至

当

な

低

利

で

豊

富

な

資

金

を

供

給

し

て

、

目

的

に

沿

う

環

境

整

備

を

す

る

こ

と

が

必

要

な

ら

、

対

応

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

は

な

い

筈

だ

。

 

 

し

か

し

現

実

は

そ

う

な

っ

て

い

な

い

。

実

に

、

ロ

シ

ア

経

済

は

実

質

年

1.4

％

程

度

の

成

長

、

Ｃ

Ｐ

Ｉ

の

年

上

昇

率

は

５-

６

％

台

、

公

定

歩

合

は

年

８

・

25

％

の

水

準

で

、

個

人

預

金

に

は

、

銀

行

や

期

間

・

金

額

に

よ

る

が

、

１

０

０

万

ル

ー

ブ

ル

１

年

定

期

で

7.5

-

10

・

25

％

の

金

利

が

付

く

。

し

か

し

ロ

シ

ア

の

中

小

企

業

が

、

例

え

ば

、

運

転

資

金

と

し

て

、

ロ

シ

ア

の

商

業

銀

行

か

ら

、

担

保

差

し

入

れ

、

期

間

２

年

で

元

金

毎

月

均

等

返

済

を

条

件

に

、

３

百

万

ル

ー

ブ

ル

を

借

入

し

よ

う

と

す

れ

ば

、

約

定

弁

済

で

、

年

14

・

５

％

か

ら

17

・

５

％

程

度

の

金

利

を

支

払

う

こ

と

に

な

り

、

手

数

料

は

別

だ

。

こ

の

状

態

を

野

放

し

に

し

て

お

い

て

、

経

済

再

生

、

投

資

促

進

、

貿

易

奨

励

を

唱

え

て

も

、

経

済

は

な

か

な

か

動

け

な

い

。

ビ

ジ

ネ

ス

環

境

の

改

善

と

は

、

｢

必

要

な

資

金

が

、

成

長

や

物

価

に

見

合

っ

た

金

利

で

、

安

心

し

て

企

業

、

市

民

、

会

社

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

、

政

府

等

の

間

を

循

環

す

る

環

境

づ

く

り

｣

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

一

見

極

め

て

単

純

と

思

え

る

金

の

流

れ

を

ど

う

造

り

出

す

か

、

回

を

あ

ら

た

め

て

別

途

考

察

し

て

み

た

い

。

こ

れ

が｢

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

依

存

型

の

経

済

構

造

か

ら

の

脱

却

、

自

由

な

経

済

活

動

を

阻

害

す

る

税

制

や

官

僚

機

構

な

ど

の

是

正

｣

と

深

い

関

わ

り

合

い

を

も

っ

て

い

る

と

考

え

る

か

ら

だ

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

了

)
 

(

文

責

：

国

際

通

貨

研

究
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客

員

研

究

員

 

菅

野

哲

夫

)
 

シ

ョ

ッ

ク

を

経

て

、

２

０

１

３

年

に

は

1.4

％

の

実

績

見

込

み

、

２

０

１

４

年

も

若

干

改

善

が

期

待

さ

れ

る

も

の

の

低

成

長

に

と

ど

ま

る

予

測

と

な

っ

て

い

る

。

こ

の

程

度

の

成

長

で

は

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

一

員

と

し

て

の

期

待

に

応

え

て

い

る

と

は

言

い

難

い

が

、

現

状

Ｃ

Ｐ

Ｉ

は

５-

６

％

台

、

経

常

収

支

は

７

０

０

億

米

ド

ル

台

の

黒

字

を

維

持

し

て

お

り

、

そ

の

経

済

フ

ァ

ン

ダ

メ

ン

タ

ル

は

相

対

的

に

み

て

悪

い

も

の

で

は

な

い

。

く

わ

え

て

、

２

０

１

３

年

10

月

30

日

付

米

経

済

誌

｢

電

子

版

フ

ォ

ー

ブ

ス｣

が｢

世

界

で

最

も

影

響

力

の

あ

る

人

物

｣

の

ラ

ン

キ

ン

グ

を

発

表

し

、

１

位

に

プ

ー

チ

ン

大

統

領

が

選

ば

れ

た

。

ロ

シ

ア

国

内

支

配

を

固

め

、

シ

リ

ア

問

題

で

点

数

を

上

げ

た

結

果

だ

と

い

う

。

さ

ら

に

、

２

０

０

３

年

に

逮

捕

さ

れ

、

服

役

中

で

あ

っ

た

ユ

ー

コ

ス

社

の

元

社

長

の

ホ

ド

ル

コ

フ

ス

キ

ー

氏

が

恩

赦

を

与

え

ら

れ

、

獄

中

か

ら

解

放

さ

れ

た

。

し

か

し

、

例

え

ば

、

人

権

問

題

、

失

業

や

貧

困

問

題

を

理

由

と

し

た

テ

ロ

の

広

が

り

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

Ｅ

Ｕ

接

近

を

阻

む

動

き

、

開

催

間

近

に

迫

っ

た

ソ

チ

冬

季

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

会

場

建

設

の

大

幅

遅

延

な

ど

好

ま

し

く

な

い

ニ

ュ

ー

ス

も

少

な

く

な

い

。

 

 

さ

て

、

２

０

１

３

年

12

月

12

日

、

プ

ー

チ

ン

大

統

領

は

恒

例

の

年

次

教

書

演

説

を

行

い

、

経

済

成

長

鈍

化

の

基

本

原

因

は

国

内

に

存

す

る

と

の

見

解

に

立

ち

、

資

源

以

外

の

品

目

の

輸

出

の

拡

大

、

投

資

環

境

の

改

善

を

柱

と

す

る

幅

広

い

経

済

対

策

を

打

ち

出

す

方

針

を

明

ら

か

に

し

た

。

昨

年

の

演

説

で

は

、

愛

国

主

義

を

基

盤

と

す

る

こ

と

、

経

済

政

策

は

一

層

の

自

由

化

に

努

め

る

こ

と

、

汚

職

と

の

闘

い

を

本

格

化

す

る

こ

と

な

ど

の

点

が

強

調

さ

れ

た

。

だ

が

、

今

年

は

、

極

東

や

東

シ

ベ

リ

ア

の

法

人

税

や

土

地

保

有

税

の

免

税

、

州

や

共

和

国

な

ど

の

投

資

環

境

の

格

付

け

制

度

の

新

設

、

オ

フ

シ

ョ

ア

に

あ

る

ロ

シ

ア

企

業

へ

の

課

税

強

化

と

い

っ

た

具

合

に

、

経

済

成

長

促

進

の

た

め

の

よ

り

具

体

的

な

施

策

が

示

さ

れ

た

。

 

 

他

方

、

市

場

経

済

国

と

し

て

の

よ

り

長

い

年

月

の

経

験

と

体

験

を

有

す

る

日

本

で

、

２

０

１

２

年

12

月

に

発

足

し

た

第

二

次

安

倍

晋

三

内

閣

が

、

長

年

続

い

た

デ

フ

レ

経

済

か

ら

の

脱

却

の

た

め

、

｢

ア

ベ

ノ

ミ

ッ

ク

ス｣

を

掲

げ

、

物

価

目

標

の

設

定

下

、

第

１

、

第

２

の

矢

で

、

大

胆

な

金

融

緩

和

や

機

動

的

な

財

政

政

策

を

発

動

し

、

第

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

「

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

」

誕

生

誕

生

誕

生

誕

生

10101010

年年年年

、、、、

ロ

シ

ア

の

ロ

シ

ア

の

ロ

シ

ア

の

ロ

シ

ア

の

夢夢夢夢

とととと

現

実

現

実

現

実

現

実

    

  

前

回

、

概

略

次

の

よ

う

に

書

い

た

。

｢

『

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

』

と

題

し

た

記

事

。

本

当

か

。

数

字

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

だ

ろ

う

。

実

に

、

２

０

０

１

年

か

ら

２

０

１

２

年

に

至

る

12

年

間

の

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

米

ド

ル

ベ

ー

ス

で

の

世

界

、

先

進

６

カ

国

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

４

カ

国

の

数

値

の

推

移

を

み

る

と

、

先

進

６

カ

国

の

世

界

全

体

に

占

め

る

比

率

が

、

２

０

０

１

年

時

点

で

63

・

８

％

で

あ

っ

た

も

の

が

、

２

０

１

２

年

に

は

45

・

３

％

に

ま

で

低

下

し

た

。

同

様

に

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

そ

れ

は

7.9

％

か

ら

毎

年

シ

ェ

ア

を

高

め

、

２

０

１

２

年

に

は

19

・

９

％

へ

と

高

ま

っ

た

｣

と

。

 

 

今

回

は

ロ

シ

ア

に

つ

い

て

。

同

様

に

そ

の

先

進

６

カ

国

に

対

す

る

比

率

は

、

２

０

０

１

年

に

1.5

％

で

あ

っ

た

も

の

が

、

２

０

１

２

年

に

は

6.2

％

へ

と

上

昇

し

た

。

こ

れ

は

こ

れ

で

素

晴

ら

し

い

こ

と

だ

が

、

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

誕

生

時

に

指

摘

さ

れ

た

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

依

存

型

の

経

済

構

造

か

ら

の

脱

却

、

自

由

な

経

済

活

動

を

阻

害

す

る

税

制

や

官

僚

機

構

な

ど

の

是

正

と

い

っ

た

諸

問

題

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

だ

ろ

う

。

解

決

の

方

向

が

見

え

る

な

ら

、

さ

ら

に

ロ

シ

ア

経

済

に

対

す

る

信

認

が

高

ま

る

。

な

ん

と

い

っ

て

も

、

ロ

シ

ア

は

、

広

大

な

国

土

、

日

本

よ

り

多

い

人

口

、

豊

か

な

自

然

資

源

、

比

較

的

高

い

教

育

水

準

の

国

。

無

定

見

な

が

ら

、

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

米

ド

ル

ベ

ー

ス

で

、

現

在

ロ

シ

ア

は

2.8

％

程

度

の

シ

ェ

ア

に

過

ぎ

な

い

が

、

日

本

や

ド

イ

ツ

が

占

め

る

8.3

％

、

4.8

％

程

度

を

追

い

越

す

こ

と

も

夢

で

は

な

い

と

思

え

る

か

ら

だ

。

 

 

ロ

シ

ア

経

済

の

現

状

を

み

る

と

、

実

質

Ｇ

Ｄ

Ｐ

の

成

長

率

が

８

％

強

の

高

い

伸

び

率

を

実

現

し

た

２

０

０

６-

07

年

当

時

か

ら

リ

ー

マ

ン

 

「

し

ぼ

む

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

ｓ

の

夢

」

 

真

偽

の

検

証

(

ロ

シ

ア

を

中

心

に)
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